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2012年 6月 25日 

 

浜岡原子力発電所 4号機用のウラン・プルトニウム混合酸化物燃料（MOX燃料）の製造会社である

メロックス社（仏国）の製造工場において燃料集合体の保管エリアの一部に放射性物質による汚染が

確認されました。同エリアで保管されていた当社向けの燃料集合体４体についても汚染の可能性があ

ることから、GNF-J 社およびメロックス社と協議の結果、当社向け燃料集合体の品質に万全を期すた

め、解体して除染し、再検査したうえで組み立てることとしました。 

（2012年 4月 20日 お知らせ済み） 

 

このたび、燃料集合体の解体および除染をおこない、再検査を実施した結果、全ての燃料棒につい

て品質に問題がないことを確認しました。また、メロックス社による再発防止対策が適切に実施されて

いることを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、メロックス社の製造工場において、当社向け燃料集合体の組み立て作業をおこなってまいり

ます。 

引き続き、品質管理を適切に実施するとともに、組み立てた燃料集合体については仏国にて適切に

保管してまいります。なお、日本への輸送および使用の計画については未定です。 

 

・浜岡原子力発電所 4号機で使用する MOX燃料の輸入燃料体検査申請（第 2回製造分）について 

（2010年 4月 26日 お知らせ済み） 

・浜岡原子力発電所 4号機で使用する MOX燃料（第 2回製造分）の製造開始について 

（2010年 7月 8日 お知らせ済み） 

・浜岡原子力発電所 4号機で使用する MOX燃料の輸入燃料体検査申請（第 2回製造分）について 

（2011年 2月 28日 お知らせ済み） 

・浜岡原子力発電所 4号機で使用するMOX燃料の輸入燃料体検査申請（第 2回製造分）の内容変

更について 

（2011年 10月 27日 お知らせ済み） 

・仏国ＭＯＸ燃料製造工場内に保管中の当社向けＭＯＸ燃料の再検査について 

（2012年 4月 20日 お知らせ済み） 

 

以 上 

仏国ＭＯＸ燃料製造工場内に保管中の当社向けＭＯＸ燃料の 

再検査の完了について 

 

 

１．当社向け燃料集合体 

 当社向け燃料集合体の解体および除染が定められた手順に従って適切に実施されたことを現地

にて確認しました。また、再検査（燃料棒の表面に汚染がないことの確認および外観の確認）を実施

した結果、全ての燃料棒（240本）について基準を満足しており、品質に問題がないことを現地にて

確認しました。 

 

２．メロックス社による再発防止対策 

当社向け燃料集合体が保管されていた保管エリアの汚染は、欧州の顧客向けの燃料集合体の

組み立て作業における放射性物質の汚染によるものでした。このため、燃料集合体の組み立て作

業における汚染発生の再発防止対策が適切に実施されていることを現地にて確認しました。 

当社が現地にて確認した内容 

http://www.chuden.co.jp/energy/hamaoka/hama_info/hinf_topics/__icsFiles/afieldfile/2012/05/25/240420moxnenryousaikensa.pdf
http://www.chuden.co.jp/corporate/publicity/pub_release/press/3038016_6926.html
http://www.chuden.co.jp/energy/hamaoka/hama_info/hinf_topics/__icsFiles/afieldfile/2010/07/08/220708moxseizou.pdf
http://www.chuden.co.jp/corporate/publicity/pub_release/press/3142117_6926.html
http://www.chuden.co.jp/energy/hamaoka/hama_info/hinf_topics/__icsFiles/afieldfile/2011/11/17/231027kensasinseinaiyouhenkou.pdf
http://www.chuden.co.jp/energy/hamaoka/hama_info/hinf_topics/__icsFiles/afieldfile/2012/05/25/240420moxnenryousaikensa.pdf

